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第３調

「スボタ」の大晩課

「主よ、爾に籲ぶ」に十句を立てて、主日の讃頌を歌ふ。第三調。
スティヒラ

我が 靈 を獄より引き出して、我に爾の名を讃榮せしめ給へ。句、
わ たましい ひとや ひ いだ われ なんじ な さんえい たま

ハリストス救世主よ、爾の十字架にて死の權は滅され、悪魔の誘惑は空しくせられ
きゅうせいしゅ なんじ じゅうじか し けん ほろぼ あくま いざない むな

第三調 「スボタ」の大晩課 四九五

第三調 「スボタ」の大晩課 四九六

たり。信を以て救はるる人の族は恒に歌を爾に 奉 る。
しん もつ すく ひと やから つね うた なんじ たてまつ

爾恩を我に賜はん時、義人は我を環らん。句、
なんじおん われ たま とき ぎじん われ めぐ

主よ、爾の復活にて萬有は照され、樂園は 再 開かれたり。 悉 くの造物は爾を讃め揚
しゅ なんじ ふっかつ ばんゆう てら らくえん ふたたびひら ことごと ぞうぶつ なんじ ほ あ

げて、恒に歌を爾に 奉 る。
つね うた なんじ たてまつ

主よ、我深き處より爾に呼ぶ。主よ、我が聲を聽き給へ。句、
しゅ われふか ところ なんじ よ しゅ わ こえ き たま

我は父及び子の能力を崇め。聖神の權を歌ひ、分れず造られざる神性、一體の三者、世世
われ ちちおよ こ ちから あが せいしん けん うた わか つく しんせい いったい さんしゃ よよ

に王たる者を讃め揚ぐ。
おう もの ほ あ

又アナトリイの讃頌、同調。
スティヒラ

願はくは爾の耳は我が祷の聲を聽き納れん。句、
ねが なんじ みみ わ いのり こえ き い

ハリストスよ 我等爾の尊き十字架に伏拜し 爾の復活を歌頌讃榮す 蓋 爾の傷に因、 、 、
われ ら なんじ とうと じゅうじか ふくはい なんじ ふっかつ かしょう さんえい けだしなんじ きず よ

りて我等皆癒されたり。
われ ら みないや

主よ 若し爾不法を糾さば 主よ 孰か能く立たん 然れども爾に赦あり 人の爾句、 、 、 、 。 、
しゅ も なんじ ふほう ただ しゅ たれ よ た しか なんじ ゆるし ひと なんじ

の前に敬まん爲なり。
まえ つつし ため

我等は童貞女より身を取りし救世主を歌ふ、蓋我等の爲に十字架に釘せられ、三日目に
われ ら どうていじょ み と きゅうせいしゅ うた けだしわれ ら ため じゅうじか てい みっかめ

復活して、我等に大なる 憐 を賜へり。
ふっかつ われ ら おおい あわれみ たま

我主を望み、我が 靈 主を望み、我彼の言を恃む。句、
われしゅ のぞ わ たましいしゅ のぞ われかれ ことば たの

、 、 、 、 、ハリストスは降りて 地獄に在る者に福音して曰へり 勇めよ 今勝てり 我は復活なり
くだ じごく あ もの ふくいん い いさ いま か われ ふっかつ

我死の門を破りて、爾等を引き上げん。
われ し もん やぶ なんじ ら ひ あ

我が 靈 主を待つこと、番人の旦を待ち、番人の旦を待つより 甚 し。句、
わ たましいしゅ ま ばんにん あさ ま ばんにん あさ ま はなはだ

ハリストス神よ、我等爾の至淨なる家に立つに堪へざる者は晩の歌を 奉 りて、深き心
かみ われ ら なんじ しじょう いえ た た もの くれ うた たてまつ ふか こころ

より籲ぶ 爾の三日目の復活にて世界を照しし人を愛する主よ 爾の民を爾の諸敵の手、 、
よ なんじ みっかめ ふっかつ せかい てら ひと あい しゅ なんじ たみ なんじ しょてき て

より脱れしめ給へ。
のが たま

他の讃頌、至聖生神女に捧ぐ、月課經の讃頌の無き所に之を歌ふ。アモレイのパワェル
スティヒラ ミネヤ スティヒラ

の作、第七調。

願はくはイズライリは主を恃まん、蓋 憐 は主にあり、大なる 贖 も彼にあり、彼句、
ねが しゅ たの けだしあわれみ しゅ おおい あがない かれ かれ

はイズライリを其 悉 くの不法より贖はん。
そのことごと ふほう あがな

童貞女よ、我何事に遇ひても爾の神聖なる恩寵を呼ぶ者に慈憐を垂れて、 速 に聽き給
どうていじょ われ なにごと あ なんじ しんせい おんちょう よ もの じれん た すみやか き たま

、 。 、へ 蓋我が 靈 の望を一切爾に負はせたり 我萬事に於て爾の神聖なる 慮 を恃む
けだし わ たましい のぞみ いっさいなんじ お われ ばんじ おい なんじ しんせい おもんばかり たの

爾我に將來の光榮及び神聖なる生命をも獲しめ給へ。
なんじわれ しょうらい こうえいおよ しんせい いのち え たま

萬民よ、主を讃め揚げよ、萬族よ、彼を崇め讃めよ。句、
ばんみん しゅ ほ あ ばんぞく かれ あが ほ

生神女よ 我が諸慾の炭は我の中に燃えたり 祈る 女宰よ 怒と 憤 沉湎と邪淫 貪婪、 。 、 、 、 、
しょうしんじょ わ しょよく すみ われ うち も いの じょさい いかり いきどおり ちんめん じゃいん たんらん

と頑固、怠惰と煩悶、驕慢と良心に戻ることより吾が 靈 を脱れしめて、我を救
がんこ おこたり もだえ きょうまん りょうしん もと わ たましい のが われ すく

第三調 「スボタ」の大晩課 四九七
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第三調 「スボタ」の大晩課 四九八

ひ給へ。
たま

蓋彼が我等に施す 憐 は大なり、主の眞實は永く存す。句、
けだしかれ われ ら ほどこ あわれみ おおい しゅ しんじつ なが そん

我等皆 潔 き良心を以て生神女の前に俯伏して、心の内より絶えず呼ばん、聖なる女宰
われ ら みないさぎよ りょうしん もつ しょうしんじょ まえ ふふく こころ うち た よ せい じょさい

よ、我等衆を愠怒と忿恨、災禍と誘惑より救ひ給へ。蓋我等は爾を垣墻及び保固とし
われ ら しゅう いかり うらみ わざわい いざない すく たま けだしわれ ら なんじ かき およ かため

て獲て、爾の帲幪の下に趨り附きて、爾に依りて救はる。
え なんじ おおい した はし つ なんじ よ すく

光榮、今も、生神女讃詞。

最尊き者よ 我等如何で爾が神人を生みしに驚かざらん 至りて玷なき者よ 爾は夫、 。 、
いととうと もの われ ら いか なんじ かみびと う おどろ いた きず もの なんじ おっと

の 誘 を受けずして、世の無き先より母なく父より生れ、聊かも變易、或は混淆、或
いざない う よ な さき はは ちち うま いささ かわり あるい まじり あるい

、 。 、 、は分離を受けず 二の性の質を全うして守れる子を父なく身にて生めり 故に母 童貞女
わかれ う ふたつ せい しつ まっと まも こ ちち み う ゆえ はは どうていじょ

女宰よ、正しく爾を生神女と承け認むる者の 靈 の救はれんことを彼に祈り給へ。
じょさい ただ なんじ しょうしんじょ う と もの たましい すく かれ いの たま

次ぎて香爐捧持の聖入 提綱及び聯祷。。「穩なる光 。」
ポロキメン

挿句に主日の讃頌、第三調。
くづけ スティヒラ

、 、 、己の 苦 にて日を晦くし 己の復活の光にて萬物を照ししハリストス 人を 慈 む主よ
おのれ くるしみ ひ くら おのれ ふっかつ ひかり ばんぶつ てら ひと いつくし しゅ

我等の晩の歌を納れ給へ。
われ ら くれ うた い たま

他の讃頌
スティヒラ

主は王たり、彼は威嚴を衣たり。句、
しゅ おう かれ いげん き

主よ、爾が生命を施す復活は全世界を照して、爾の朽ちたる造物を興せり。故に我等
しゅ なんじ いのち ほどこ ふっかつ ぜんせかい てら なんじ く ぞうぶつ おこ ゆえ われ ら

アダムの詛を脱して呼ぶ、全能の主よ、光榮は爾に歸す。
のろい だつ よ ぜんのう しゅ こうえい なんじ き

故に世界は堅固にして動かざらん。句、
ゆえ せかい けんご うご

爾は變易せざる神にして 身にて 苦 を受けて變易せり 造物は爾が十字架に懸れるを見、 。
なんじ へんえき かみ み くるしみ う へんえき ぞうぶつ なんじ じゅうじか かか み

るに堪へずして、恐懼に由りて變じ、欺息して爾の恒忍を讃め揚げたり。爾は地獄に降
た おそれ よ へん たんそく なんじ ごうにん ほ あ なんじ じごく くだ

り、三日目に復活して、世界に生命と大なる 憐 とを賜へり。
みっかめ ふっかつ せかい いのち おおい あわれみ たま

主よ、聖徳は爾の家に屬して永遠に至らん。句、
しゅ せいとく なんじ いえ ぞく えいえん いた

ハリストスよ 爾は我が族を死より救はん爲に死を忍び 三日目に死より復活して 爾、 、 、
なんじ わ やから し すく ため し しの みっかめ し ふっかつ なんじ

、 。 、 。を神と識認せし者を己と偕に復活せしめて 世界を照し給へり 主よ 光榮は爾に歸す
かみ しきにん もの おのれ とも ふっかつ せかい てら たま しゅ こうえい なんじ き

光榮、今も、生神女讃詞。

爾は種なく聖神に由りて、父の旨を以て、神の子、世の無き先に母なく父より生れし者
なんじ たね せいしん よ ちち むね もつ かみ こ よ な さき はは ちち うま もの

を妊み 我等の爲に父なく爾より在りし者を身にて生み 嬰 たる者を乳にて養へり 彼、 、 。
はら われ ら ため ちち なんじ あ もの み う おさなご もの ち やしな かれ

に我等の 靈 を諸難より脱れしめんことを息めずして祷り給へ。
われ ら たましい しょなん のが や いの たま

第三調 「スボタ」の大晩課 四九九

第三調 「スボタ」の晩堂課 五〇〇

次ぎて 聖三祝文 の後に、「主宰よ、今爾の言に循ひて 。 「天に在す」」 。

主日の讃詞、第三調。
トロパリ

、 、 、 、天に在る者樂しめよ 地に在る者悦べよ 主は其臂の力を顯して 死を以て死を滅し
てん あ ものたの ち あ ものよろこ しゅ そのひじ ちから あらわ し もつ し ほろぼ

復活の首となり、我等を地獄の腹より救ひ、世界に大なる 憐 を賜ひたればなり。
ふっかつ はじめ われ ら じごく はら すく せかい おおい あわれみ たま

光榮、今も、生神女讃詞。

生神童貞女よ、我等は爾我が族の救の爲に轉達する者を讃め歌ふ、爾の子吾が神は人
しょうしんどうていじょ われ ら なんじ わ やから すくい ため てんたつ もの ほ うた なんじ こ わ かみ ひと

を愛するに因りて、爾より取りし身にて十字架の 苦 を受け、我等を滅兦より救ひたれ
あい よ なんじ と み じゅうじか くるしみ う われ ら ほろび すく

ばなり。
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主日の早課

六段の聖詠の後に、

「主は神なり」に主日の讃詞、第三調 光榮、今も、生神女讃、「天に在る者樂しめよ 。」
トロパリ

詞 次に常例の聖詠の誦讀。、「生神童貞女よ、我等は爾我が族の救の爲に 。」

第一の誦文の後に主日の坐誦讃詞、第三調。
セダレン

ハリストスは寢りし者の初實として死より興き 造物に先だちて生れし者 萬物を造りし主、 、
ねむ もの はつもの し お ぞうぶつ さき うま もの ばんぶつ つく しゅ

は 我が族の朽ちたる性を己の内に改め給へり 死よ 爾は已に君たらず 萬有の主宰、 。 、 、
わ やから く せい おのれ うち あらた たま し なんじ すで きみ ばんゆう しゅさい

は爾の權を破りたればなり。
なんじ けん やぶ

主我が神よ、起きて、爾の手を擧げよ、苦しめらるる者を永く忘るる勿れ。句、
しゅ わ かみ お なんじ て あ くる もの なが なか

主よ、爾は身にて死を嘗めて、爾の復活にて死の苦を斷ち、人を之に勝たん爲に固め
しゅ なんじ み し な なんじ ふっかつ し にがき た ひと これ か ため かた

て、初の詛を敗らしめ給へり。我が生命を衞る主よ、光榮は爾に歸す。
はじめ のろい やぶ たま わ いのち まも しゅ こうえい なんじ き

光榮、今も、生神女讃詞。

生神女よ、ガウリイルは爾が童貞の美しきと爾が潔淨の光れるとを奇として呼べり、
しょうしんじょ なんじ どうてい うるわ なんじ けつじょう ひか き よ

如何なる爾に適ふ讃美を爾 に獻げん、如何に爾を名づけん、我訝 りて驚 く。故に命
いか なんじ かな さんび なんじ ささ いか なんじ な われいぶか おどろ ゆえ めい

ぜられし如く爾に呼ぶ、恩寵を蒙れる者、慶べよ。
ごと なんじ よ おんちょう こうむ もの よろこ

第二の誦文の後に主日の坐誦讃詞、第三調。
セダレン

主よ 地獄は爾の變易なき神性と自由なる 苦 とに驚きて 哭きて言へり 我不朽の肉體、 、 、
しゅ じごく なんじ へんえき しんせい じゆう くるしみ おどろ な い われふきゅう にくたい

の合成に慄く、見えざる者が竊に我と戰ふを見る。故に我が執へたる者も呼ぶ、ハリ
ごうせい おのの み もの ひそか われ たたか み ゆえ わ とら もの よ

ストスよ、光榮は爾の復活に歸す。
こうえい なんじ ふっかつ き

主よ、我心を盡して爾を讃め揚げ、爾が 悉 くの奇跡を傳へん。句、
しゅ われこころ つく なんじ ほ あ なんじ ことごと きせき つた

我等信者は十字架に釘せらるることの測り難き、復活の言ひ難き神聖なる奥義を傳ふ、
われ ら しんじゃ じゅうじか てい はか がた ふっかつ い がた しんせい おうぎ つた

蓋今死と地獄とは虜にせられ、人類は不朽を衣たり。故に我等感謝して爾に籲ぶ、ハ
けだしいま し じごく とりこ じんるい ふきゅう き ゆえ われ ら かんしゃ なんじ よ

リストスよ、光榮は爾の復活に歸す。
こうえい なんじ ふっかつ き

光榮、今も、生神女讃詞。

第三調 主日の早課 五一七

第三調 主日の早課 五一八

生神女よ、爾は父および聖神と一體なる測り難く像り難き主を奥密に爾の腹に容れ給
しょうしんじょ なんじ ちち せいしん いったい はか がた かたど がた しゅ おうみつ なんじ はら い たま

へり 我等は爾の産に由りて聖三者の惟一なる混淆せざる能力を世界に讃榮せんことを悟、
われ ら なんじ さん よ せいさんしゃ ゆいいち こんこう ちから せかい さんえい さと

れり。故に感謝して爾に呼ぶ、恩寵を蒙れる者、慶べよ。
ゆえ かんしゃ なんじ よ おんちょう こうむ もの よろこ

「ネポロチニ」の後に應答歌、第三調。
イパコイ

顯現にて驚かし、言語にて慰むる光明の天使は攜香女に言へり、何ぞ生ける者を墓に尋
あらわれ おどろ ことば なぐさ こうめい てん し けいこうじょ い なん い もの はか たず

ぬる 墓を空しくせし者は興きたり 彼が朽壞を變へて親ら變らざる者なるを悟りて 神、 。 、
はか むな もの お かれ きゅうかい か みずか かわ もの さと かみ

に謂へ、爾の所爲は何ぞ驚くべき、人の族を救ひ給ひしに因る。
い なんじ わざ なん おどろ ひと やから すく たま よ

品第詞、第三調。第一倡和詞、毎句復唱す。
ステペンナ アンティフォン

言よ 爾はシオンの虜をワワィロンより引き出せり 我をも諸慾より生命に引き寄せ給． 、
ことば なんじ とりこ ひ いだ われ しょよく いのち ひ よ たま

へ。

南風の時に神聖なる涙を以て播く者は、 喜 を以て永生の穂を刈る。
みなみかぜ とき しんせい なみだ もつ ま もの よろこび もつ えいせい ほ か

光榮

聖神には凡の善き 賜 は屬す 蓋彼は父及び子と偕に輝き 萬物は彼に賴りて生き且動、 、
せいしん およそ よ たまもの ぞく けだしかれ ちちおよ こ とも かがや ばんぶつ かれ よ う かつうご
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今も、同上。く。

第二倡和詞。
アンティフォン

若し主諸徳の家を造らずば我等 徒 に勞す、主 靈 を蔽はんに、誰も我等の城を破らざら
も しゅしょとく いえ つく われ ら いたずら ろう しゅたましい おお たれ われ ら しろ やぶ

ん。

聖神の腹の果たる諸聖人は、父の子なると均しく、恒に爾ハリストスの子なり。
せいしん はら み しょせいじん ちち こ ひと つね なんじ こ

光榮

聖神に藉りて一切の聖事 一切の智慧は洞察せらる 蓋彼に縁りて萬物は生存す 我等父及、 、 。
せいしん よ いっさい せいじ いっさい ちえ どうさつ けだしかれ よ ばんぶつ せいぞん われ ら ちちおよ

び言に於けるが如く彼に務めん、其神なればなり。
ことば お ごと かれ つと そのかみ

今も、同上。

第三倡和詞。
アンティフォン

主を畏れて 誡 の道を行く者は 福 なり、生命の諸果を食はんとすればなり。
しゅ おそ いましめ みち ゆ もの さいわい いのち しょか くら

牧師長よ、爾の諸子が善業の枝を持ちて、爾の席を環れるを見て、樂しめよ。
ぼくしちょう なんじ しょし ぜんぎょう えだ も なんじ せき めぐ み たの

光榮

聖神より凡の光榮の富は出で 彼より凡の造物に恩寵と生命とは賜はる 故に彼は父及、 。
せいしん およそ こうえい とみ い かれ およそ ぞうぶつ おんちょう いのち たま ゆえ かれ ちちおよ

び言と齋しく歌はるるなり。
ことば ひと うた

今も、同上

提綱、第三調。
ポロキメン

第三調 主日の早課 五一九

第三調 主日の早課 五二〇

諸民に言ふべし、主は王たり、故に世界は堅固にして搖かざらん。
しょみん い しゅ おう ゆえ せかい けんご うご

新なる歌を主に歌へ、全地よ、主に歌へ。句、
あらた うた しゅ うた ぜん ち しゅ うた

句 主日の早課の福音經。「凡そ呼吸ある者 。 「神を其聖所に讃め揚げよ 。」 」、

「ハリストスの復活を見て 。 。」 第五十聖詠。其他常例の如し

主日の規程、第三調。
カノン

第一歌頌

昔 神妙の 瞬 にて水を一區に匯め 又イズライリ人の爲に海を分ちし者は 是イルモス、 、 、
むかししんみょう またたき みず ひとつ あつ また じん ため うみ わか もの こ

れ崇め讃めらるる吾が神なり。我等獨彼に歌はん、彼光榮を顯したればなり。
あが ほ わ かみ われ ら ひとりかれ うた かれこうえい あらわ

主よ、光榮は爾の聖なる復活に歸す。附唱、
しゅ こうえい なんじ せい ふっかつ き

土を擬定して、罪を犯しし者の爲に汗の果として荊棘を出すことを命ぜし主、法に戻る手
つち ぎてい つみ おか もの ため あせ み いばら いだ めい しゅ ほう もと て

より身にて荊棘の 冠 を受けし者は 是れ吾が神なり 彼は詛を滅し給へり 光榮を顯、 。 、
み いばら かんむり う もの こ わ かみ かれ のろい ほろぼ たま こうえい あらわ

したればなり。

苦 に與る生ける身を受けしに因りて死を懼れし者は、死に勝ちて之を破る者と顯れた
くるしみ あずか い み う よ し おそ もの し か これ やぶ もの あらわ

り、是れ吾が神なり。彼は殘虐者と戰ひて、衆人を己と偕に復活せしめ給へり、光榮
こ わ かみ かれ ざんぎゃくしゃ たたか しゅうじん おのれ とも ふっかつ たま こうえい

生神女讃詞を顯したればなり。
あらわ

萬族は爾種なく生みし者を眞の生神女と讃榮す、蓋 爾の聖にせられし腹に降りし者は
ばんぞく なんじたね う もの まこと しょうしんじょ さんえい けだしなんじ せい はら くだ もの

是れ吾が神なり 彼は我等の爲に我等に肖たる者と爲りて 爾より神及び人として生れ給。 、
こ わ かみ かれ われ ら ため われ ら に もの な なんじ かみおよ ひと うま たま

へり。

又十字架復活の規程、第三調。
カノン

第一歌頌

人人よ 童貞女より我が救の爲に生れて 地の物を天の物と一に爲しし主に新イルモス、 、 、
ひとびと どうていじょ わ すくい ため うま ち もの てん もの いつ な しゅ あらた
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なる歌を歌はん、彼光榮を顯したればなり。
うた うた かれこうえい あらわ

罪を愛する殘虐者に奴隷とせられし人類を、ハリストスは神聖なる血を以て贖ひ、之を
つみ あい ざんぎゃくしゃ どれい じんるい しんせい ち もつ あがな これ

新にして神成し給へり、光榮を顯したればなり。
あらた しんせい たま こうえい あらわ

生命の寶藏たるハリストスは死に屬する者として甘じて死を嘗め、性の不死なる者とし
いのち ほうぞう し ぞく もの あまん し な せい ふし もの

て死者を生かし給へり、光榮を顯したればなり。
ししゃ い たま こうえい あらわ

又至聖なる生神女の規程、其冠詞は、生神女よ、我第三の歌を爾に奉る。第三調。
カノン

第一歌頌 イルモス同上

童貞女よ、天上の凡の性は地上の者と偕に、地獄の者も、宜しきに合ひて、爾より身
どうていじょ てんじょう およそ せい ちじょう もの とも じごく もの よろ かな なんじ み

を取りし主の前に膝を屈む、彼光榮を顯したればなり。
と しゅ まえ ひざ かが かれこうえい あらわ

少女よ、大なる哉爾に藉る和睦や、神として豊に諸恩を施す主は爾より身を取り
しょうじょ おおい かななんじ よ わぼく かみ ゆたか しょおん ほどこ しゅ なんじ み と

第三調 主日の早課 五二一

第三調 主日の早課 五二二

て、神聖なる神を我等に賜へり、光榮を顯したればなり。
しんせい かみ われ ら たま こうえい あらわ

「我が口を開きて 。共頌、 」
カタワシヤ

第三歌頌

言にて造られ 聖神にて備へらるる萬物を無より出しし至上なる全能者よ 爾イルモス、 、 、
ことば つく せいしん そな ばんぶつ む いだ しじょう ぜんのうしゃ なんじ

の愛に我を固め給へ。
あい われ かた たま

ハリストスよ、爾の十字架を以て不虔者は辱しめられたり、蓋 阱 を掘り、之を竣へ
なんじ じゅうじか もつ ふけんしゃ はずか けだしおとしあな ほ これ お

て、自ら其中に陥り、謙卑の者の角は爾の復活に藉りて擧げられたり。
みずか そのうち おちい けんぴ もの つの なんじ ふっかつ よ あ

人を愛する主よ、聖教の傳道が諸民に廣布するは水の海に溢るるが如し、蓋 爾は墓よ
ひと あい しゅ せいきょう でんどう しょみん こうふ みず うみ あふ ごと けだしなんじ はか

り復活して、聖三者の光を顯し給へり。
ふっかつ せいさんしゃ ひかり あらわ たま

生神女讃詞

永遠に王たる主の活ける城邑よ、光榮の事は爾に於て傳へられたり、女宰よ、爾に藉り
えいえん おう しゅ い まち こうえい こと なんじ おい つた じょさい なんじ よ

て神が地上の者と偕に居りたればなり。
かみ ちじょう もの とも お

又

主宰ハリストス、我等の防固よ、爾は力を以て敵の弓を折り、盾を壞り給へイルモス、
しゅさい われ ら かため なんじ ちから もつ てき ゆみ お たて やぶ たま

り。主よ、爾は聖なり。
しゅ なんじ せい

至淨なる十字架よ 爾は邪教の汚穢の潔淨と現れたり 蓋至りて神聖なるイイススは爾、 、
しじょう じゅうじか なんじ じゃきょう けがれ きよめ あらわ けだしいた しんせい なんじ

の上に手を舒べ給へり。
うえ て の たま

生命を受けし墓よ 我等衆信者は爾に伏拜すべし 蓋ハリストス我が眞の神は爾の中、 、
いのち う はか われ ら しゅうしんじゃ なんじ ふくはい けだし わ まこと かみ なんじ うち

に葬られて、復活し給へり。
ほうむ ふっかつ たま

又 イルモス同上

ハリストスよ 預言者の言ひし如く イエッセイの根よりせし杖たる童貞女は爾花たる者、 、
よげんしゃ い ごと ね つえ どうていじょ なんじはな もの

を我等の爲に發き給へり。主よ、爾は聖なり。
われ ら ため ひら たま しゅ なんじ せい

地に生るる者を神に體合せしめん爲に爾は童貞女より我等の肉體を受けて 貧しくなり給、
ち うま もの かみ たいごう ため なんじ どうていじょ われ ら にくたい う まず たま

へり。主よ、爾は聖なり。
しゅ なんじ せい

第四歌頌

主よ、爾は強き愛を我等に顯せり、我等の爲に爾の獨生子を死に付したれイルモス、
しゅ なんじ つよ あい われ ら あらわ われ ら ため なんじ どくせいし し わた

ばなり。故に我等感謝して爾に呼ぶ、主よ、光榮は爾の力に歸す。
ゆえ われ ら かんしゃ なんじ よ しゅ こうえい なんじ ちから き

ハリストスよ、爾は慈憐に因りて瘡痍と毀傷とを受け、頬を批つ陵辱を忍び、恒忍にし
なんじ じれん よ きず いたみ う ほお う はずかしめ しの ごうにん
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て唾せらるるを堪へ、此等を以て我が爲に救を成し給へり。主よ、光榮は爾の力に歸
つばき た これ ら もつ わ ため すくい な たま しゅ こうえい なんじ ちから き

す。

至榮なる生命よ 爾は貧しき者を 苦 より 乏しき者を嘆より救はん爲に 死に屬する身、 、 、
しえい いのち なんじ まず もの くるしみ とぼ もの なげき すく ため し ぞく み

にて死を受け、壞りし者を壞り、衆人を己と偕に復活せしめ給へり、光榮を顯
し う やぶ もの やぶ しゅうじん おのれ とも ふっかつ たま こうえい あらわ

第三調 主日の早課 五二三

第三調 主日の早課 五二四

したればなり。

生神女讃詞

主ハリストスよ 爾の 苦 にて獲たる牧群を記念し 爾の至榮なる母の慈憐なる祷を受、 、
しゅ なんじ くるしみ え ぼくぐん きねん なんじ しえい はは じれん いのり う

けて、迫害せらるる者を顧みて、爾の力を以て之を救ひ給へ。
はくがい もの かえり なんじ ちから もつ これ すく たま

又

人を愛する主よ、爾の誕生の奥義は奇異にして言ひ難し。我爾の風聲を聞きイルモス、
ひと あい しゅ なんじ うまれ おうぎ きい い がた われなんじ おとづれ き

て懼れ、且樂しみて爾に呼ぶ、光榮は爾の力に歸す。
おそ かつたの なんじ よ こうえい なんじ ちから き

人を愛する主よ 爾は己の像に循ひて人を造り 髑髏の處に十字架に釘せられて 其罪、 、 、
ひと あい しゅ なんじ おのれ ぞう したが ひと つく されこうべ ところ じゅうじか てい そのつみ

を犯すに因りて死せしを救ひ給へり。
おか よ し すく たま

主よ、爾墓より復活せしに、死は其呑みたる死者を還し、地獄の朽壞せしむる國は破ら
しゅ なんじはか ふっかつ し その の ししゃ かえ じごく きゅうかい くに やぶ

生神女讃詞れたり。

潔 きマリヤ、黄金の香爐よ、聖三者の一なる神言は混淆なく爾の内に降り、身を取り
いさぎよ こがね こうろ せいさんしゃ いつ かみことば こんこう なんじ うち くだ み と

て世界を薫らせ給へり。
せかい かお たま

又 イルモス同上

神聖なる智慧の測度を以て山を建てし主宰よ 爾は石として山たる童貞女より人の手に由、
しんせい ちえ はかり もつ やま た しゅさい なんじ いし やま どうていじょ ひと て よ

らずして斫られたり。人を愛する主よ、光榮は爾の力に歸す。
き ひと あい しゅ こうえい なんじ ちから き

主宰言よ、爾は我等の病める性を醫し給へり、之に童貞女の内に於て 最 良き効能ある
しゅさいことば なんじ われ ら や せい いや たま これ どうていじょ うち おい もっとも よ こうのう

薬料たる爾の至淨なる神性を合せしを以てなり。
やくりょう なんじ しじょう しんせい あわ もつ

童貞女より身を取り、人と爲りて我に體合せし主言よ、爾は我の分なり、我が望む所
どうていじょ み と ひと な われ たいごう しゅことば なんじ われ ぶん わ のぞ ところ

の嗣業なり。
しぎょう

第五歌頌

爾萬物を造りし主、悟り難き平安に、朝の祷を 奉 る、爾の 誡 は光なるイルモス、
なんじばんぶつ つく しゅ さと がた へいあん あさ いのり たてまつ なんじ いましめ ひかり

に因りて、我に之を教へ給へ。
よ われ これ おし たま

義を以て全地を審判する見ざる 所 なき主よ、 爾 はエウレイ人の媢嫉に因りて不義なる
ぎ もつ ぜん ち しんぱん み ところ しゅ なんじ じん ねたみ よ ふ ぎ

審判者に付されて、 古 のアダムを定罪より脱れしめ給へり。
しんぱんしゃ わた いにしえ ていざい のが たま

死より復活せしハリストスよ、爾の十字架の勝たれぬ力を以て爾の平安を爾の諸教會
し ふっかつ なんじ じゅうじか か ちから もつ なんじ へいあん なんじ しょきょうかい

に與へて、我が 靈 を救ひ給へ。
あた わ たましい すく たま

生神女讃詞

永貞童女よ、爾は獨萬物の中に容れられざる神の言を容れて、天より至りて宏き聖な
えいていどうじょ なんじ ひとりばんぶつ うち い かみ ことば い てん いた ひろ せい

る幕と顯れたり。
まく あらわ

又

人を愛する主よ、爾は見えざる者にして地に現れ、悟り難き者にして甘じイルモス、
ひと あい しゅ なんじ み もの ち あらわ さと がた もの あまん

て人人と偕に居りたり。我等朝の祷を 奉 りて爾を讃め歌ふ。
ひとびと とも お われ ら あさ いのり たてまつ なんじ ほ うた

第三調 主日の早課 五二五
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第三調 主日の早課 五二六

嗚呼我がハリストスよ 爾は戈を以て脅を刺されて 人の肋骨より造られ 衆人の滅亡、 、 、
ああ わ なんじ ほこ もつ わき さ ひと あばらぼね つく しゅうじん ほろび

の縁由と爲りし者を詛より解き給へり。
ゆえん な もの のろい と たま

性に於て父と同一なるハリストス、我が救世主よ、爾は至淨至尊なる爾の肉體の聖に
せい おい ちち どういつ わ きゅうせいしゅ なんじ しじょう しそん なんじ にくたい せい

せられし殿を死より復活せしめ給へり。
でん し ふっかつ たま

又 イルモス同上

童貞女よ、神の言たる爾の子、始めて造られしアダムの造成主は爾より己の爲に生け
どうていじょ かみ ことば なんじ こ はじ つく ぞうせいしゅ なんじ おのれ ため い

る身を造りたれども、造物に非ず。
み つく ぞうぶつ あら

童貞女よ、父と同一なる神の言たる爾の子主イイススは二性に於て完全なる一位、全
どうていじょ ちち どういつ かみ ことば なんじ こ しゅ にせい おい かんぜん いちい まった

き神及び人たるなり。
かみおよ ひと

第六歌頌

今を限の罪の淵は我を圍み 我が 靈 は兦びんとす 祈る 主宰教導者よ 爾イルモス、 、 。 、 、
いま かぎり つみ ふち われ かこ わ たましい ほろ いの しゅさいきょうどうしゃ なんじ

の高き手を伸べて、我をペトルの如く救ひ給へ。
たか て の われ ごと すく たま

主宰よ、爾の仁慈なる降臨に因りて、慈憐と洪恩との淵は我を圍めり。蓋 爾は身を取
しゅさい なんじ じんじ こうりん よ じれん こうおん ふち われ かこ けだしなんじ み と

り、僕の形を受けて、我を神成して、己と偕に光榮を獲しめ給へり。
ぼく かたち う われ しんせい おのれ とも こうえい え たま

殺す者は殺されし主の生かされたるを見て、死に服せり。ハリストスよ、是れ爾の復活
ころ もの ころ しゅ い み し ふく こ なんじ ふっかつ

の表式、爾の至淨なる 苦 の勝利の記號なり。
あらわれ なんじ しじょう くるしみ しょうり しるし

生神女讃詞

智慧に超えて獨造成主及び人人の轉達者と爲りし至淨なる者よ 爾の子が罪を犯しし爾、
ちえ こ ひとりぞうせいしゅ およ ひとびと てんたつしゃ な しじょう もの なんじ こ つみ おか なんじ

の諸僕に慈憐を垂れて、援助を施さんことを祈り給へ。
しょぼく じれん た たすけ ほどこ いの たま

又

イオナは地獄の住所に居る形像と爲りて呼べり、人を愛する主よ、我が生命をイルモス、
じごく すまい お かたどり な よ ひと あい しゅ わ いのち

淪滅より引き上げ給へ。
ほろび ひ あ たま

爾は傷を受けて、地獄に傷つけられし者を十字架の 苦 に因りて己と偕に復活せしめ給
なんじ きず う じごく きず もの じゅうじか くるしみ よ おのれ とも ふっかつ たま

へり。故に我爾に呼ぶ、人を愛する主よ、我が生命を淪滅より引き上げ給へ。
ゆえ われなんじ よ ひと あい しゅ わ いのち ほろび ひ あ たま

ハリストスよ 地獄の門は恐懼に因りて爾の爲に啓かれ 敵の器は 劫 さる 故に女等、 、 。
じごく もん おそれ よ なんじ ため ひら てき うつわ おびやか ゆえ むすめたち

は爾を迎へて、 悲 に易へて 喜 を受けたり。
なんじ むか かなしみ か よろこび う

又 イルモス同上

形なき者は不朽なる童貞女より我等に肖たる身を受け、形及び物體と爲りて、神性を易
かたち もの ふきゅう どうていじょ われ ら に み う かたちおよ ぶったい な しんせい か

へずして人と現れ給へり。
ひと あらわ たま

至淨なる者よ 我を諸罪の淵及び諸慾の烈風より脱れしめ給へ 蓋 爾は信を以て爾に趨、 。
しじょう もの われ しょざい ふちおよ しょよく あらし のが たま けだしなんじ しん もつ なんじ はし

り附く者の爲に港なり、奇跡の淵なり。
つ もの ため みなと きせき ふち

第三調 主日の早課 五二七

第三調 主日の早課 五二八

小讃詞、第三調。
コンダク

慈憐なる主よ、爾は今墓より復活して、我等を死の門より升せ給へり。今アダムは樂し
じれん しゅ なんじ いまはか ふっかつ われ ら し もん のぼ たま いま たの

み、エワは歡び、諸預言者は列祖と偕に絶えず爾の權柄の神聖なる能力を讃め歌ふ。
よろこ しょ よげんしゃ れつそ とも た なんじ けんぺい しんせい のうりょく ほ うた

同讃詞
イコス

天地は今樂しみて、同心にハリストス神を讃め歌ふべし、彼が囚へられし者を墓より復活
てん ち いまたの どうしん かみ ほ うた かれ とら もの はか ふっかつ

せしめしに因る 萬物皆喜びて 萬有の造成主及び我等の贖罪主に宜しきに合ふ歌を 奉。 、
よ ばんぶつみなよろこ ばんゆう ぞうせいしゅ およ われ ら しょくざいしゅ よろ かな うた たてまつ
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る 蓋彼は今生命を施す主として 人人を地獄より升せて天に擧げ 敵の傲慢を墜し 己。 、 、 、
けだしかれ いま いのち ほどこ しゅ ひとびと じごく のぼ てん あ てき ごうまん おと おのれ

の權柄の神聖なる能力を以て地獄の門を破り給ふ。
けんぺい しんせい のうりょく もつ じごく もん やぶ たま

第七歌頌

昔敬虔なる三人の少者をハルデイの焔に涼しくせし如く 我等をも神性の明イルモス、 、
むかしけいけん みたり しょうしゃ ほのお すず ごと われ ら しんせい あき

るき火にて輝かし給へ、吾が先祖の神よ、爾は崇め讃めらると呼べばなり。
ひ かがや たま わ せんぞ かみ なんじ あが ほ よ

造物主の十字架に釘せらるる時 殿の美しき幔は裂けて 聖書に隱れたる眞理を信者に顯、 、
ぞうぶつしゅ じゅうじか てい とき でん うるわ まく さ せいしょ かく しんり しんじゃ あらわ

せり。故に彼等呼ぶ、吾が先祖の神よ、爾は崇め讃めらる。
ゆえ かれ ら よ わ せんぞ かみ なんじ あが ほ

ハリストスよ、爾の脅の刺されしに、爾は、定制に由りて、地に滴る生命を施す神聖
なんじ わき さ なんじ ていせい よ ち したた いのち ほどこ しんせい

なる血の點滴を以て 地より造られし者を改め造り給へり 故に彼等呼ぶ 吾が先祖の神、 。 、
ち したたり もつ ち つく もの あらた つく たま ゆえ かれ ら よ わ せんぞ かみ

聖三者讃詞よ、爾は崇め讃めらる。
なんじ あが ほ

我等信者は善なる神を父及び獨生の子と偕に讃榮し、三位の中に惟一の元、惟一の神性を
われ ら しんじゃ ぜん しん ちちおよ どくせい こ とも さんえい さんい うち ゆいいち げん ゆいいち しんせい

尊みて呼ばん、吾が先祖の神よ、爾は崇め讃めらる。
とうと よ わ せんぞ かみ なんじ あが ほ

又

驕れる苛虐者は少者の玩具と爲れり。蓋彼等は七倍燃されたる焔を塵の如イルモス、
おご くるしめびと しょうしゃ がんぐ な けだしかれ ら しちばい もや ほのお ちり ごと

く履みて歌へり、主我が先祖の神よ、爾は崇め讃めらる。
ふ うた しゅ わ せんぞ かみ なんじ あが ほ

日は十字架に懸れる者の凡庸の人に非ずして肉體を取りし神なるを見て晦みたり。我等彼
ひ じゅうじか かか もの ぼんよう ひと あら にくたい と かみ み くら われ ら かれ

に歌ふ、主我が先祖の神よ、爾は崇め讃めらる。
うた しゅ わ せんぞ かみ なんじ あが ほ

地獄は神性の堅固なる主、不朽を賜ふ者を受けて、恐れて義者の 靈 を吐き出せり。蓋
じごく しんせい けんご しゅ ふきゅう たま もの う おそ ぎしゃ たましい は いだ けだし

彼等呼べり、主我が先祖の神よ、爾は崇め讃めらる。
かれ ら よ しゅ わ せんぞ かみ なんじ あが ほ

生神女讃詞

至淨なる者よ、 潔 き 心 を以て爾 を神の母と承け認むる者り爲に爾 は祝福の最尊 き
しじょう もの いさぎよ こころ もつ なんじ かみ はは う と もの ため なんじ しゅくふく いととうと

寶藏と顯れたり、蓋 爾より我が先祖の神は身を取り給へり。
ほうぞう あらわ けだしなんじ わ せんぞ かみ み と たま

又 イルモス同上

第三調 主日の早課 五二九

第三調 主日の早課 五三〇

光榮の主、天上の軍を其權内に持つ者、父と偕に坐する者は童貞女の手に抱かる。主
こうえい しゅ てんじょう ぐん そのけんない たも もの ちち とも ざ もの どうていじょ て いだ しゅ

我が先祖の神よ、爾は崇め讃めらる。
わ せんぞ かみ なんじ あが ほ

死は猛烈なれども 爾に附きたれば 爾之を滅せり 童貞女より神性に合せられたる身、 、 、
し もうれつ なんじ つ なんじこれ ほろぼ どうていじょ しんせい あわ み

を取りたればなり。主我が先祖の神よ、爾は崇め讃めらる。
と しゅ わ せんぞ かみ なんじ あが ほ

我等皆爾神を生みし者を生神女と知れり、三者の一位、爾より身を取りし者を生みた
われ ら みななんじかみ う もの しょうしんじょ し さんしゃ いちい なんじ み と もの う

ればなり。至淨なる者よ、爾の腹の果は祝福せられたり。
しじょう もの なんじ はら み しゅくふく

第八歌頌

敬虔の範たる少者は堪へ難き火に入れられしに、焔に惱まされずして、神聖イルモス、
けいけん のり しょうしゃ た がた ひ い ほのお なや しんせい

なる歌を歌へり、主の 悉 くの造物は主を崇めて、萬世に讃め揚げよ。
うた うた しゅ ことごと ぞうぶつ しゅ あが ばんせい ほ あ

爾の十字架の髑髏の處に樹てられしに、殿の装飾は裂かれ、造物は恐懼に由りて傾き
なんじ じゅうじか されこうべ ところ た でん そうしょく さ ぞうぶつ おそれ よ かたぶ

て歌へり、主の 悉 くの造物は主を崇め歌ひて、世世に彼を讃め揚げよ。
うた しゅ ことごと ぞうぶつ しゅ あが うた よよ かれ ほ あ

ハリストスよ、爾は墓より復活して、木に縁りて誘はれて陥りし者を神聖なる力を以
なんじ はか ふっかつ き よ いざな おちい もの しんせい ちから もつ

て改め給へり。故に彼呼びて云ふ、主の 悉 くの造物は主を崇め歌ひて、世世に彼を讃
あらた たま ゆえ かれ よ い しゅ ことごと ぞうぶつ しゅ あが うた よよ かれ ほ

め揚げよ。
あ

生神女讃詞
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至淨なる神の母よ 爾は神の殿 活ける居處 及び約匱と顯れたり 爾は造物主を人人、 、 、 、
しじょう かみ はは なんじ かみ でん い すまい およ やくひつ あらわ なんじ ぞうぶつしゅ ひとびと

と和げ給へり。我等 悉 くの造物は宜しきに合ひて爾を歌ひて、萬世に崇め讃む。
やわら たま われ ら ことごと ぞうぶつ よろ かな なんじ うた ばんせい あが ほ

又

敬神の少者は無形の火にて物質の火の焔を滅して歌へり、主の 悉 くの造物イルモス、
けいしん しょうしゃ むけい ひ ぶっしつ ひ ほのお け うた しゅ ことごと ぞうぶつ

は主を崇め讃めよ。
しゅ あが ほ

神の言は 苦 を受けざりき、神の性は 苦 に與らざる者なればなり、神は人體にて 苦
かみ ことば くるしみ う かみ せい くるしみ あずか もの かみ じんたい くるしみ

を受け給へり。我等彼に歌ふ、主の 悉 くの造物は主を崇め歌ひて、世世に彼を讃め揚げ
う たま われ ら かれ うた しゅ ことごと ぞうぶつ しゅ あが うた よよ かれ ほ あ

よ。

救世主よ、爾は死に屬する者として寢ね、不死の者として復活して、歌ふ者を死より救
きゅうせいしゅ なんじ し ぞく もの い ふし もの ふっかつ うた もの し すく

ひ給ふ、主の 悉 くの造物は主を崇め歌ひて、世世に彼を讃め揚げよ。
たま しゅ ことごと ぞうぶつ しゅ あが うた よよ かれ ほ あ

聖三者讃詞

我等は敬虔を抱きて三位なる神性、言ひ難く合せらるる者に奉事して歌ふ、主の 悉 くの
われ ら けいけん いだ さんい しんせい い がた あわ もの ほうじ うた しゅ ことごと

造物は主を崇め歌ひて、世世に彼を讃め揚げよ。
ぞうぶつ しゅ あが うた よよ かれ ほ あ

又 イルモス同上

爾は母として無形の品位に超えて神に近くなり給へり 恩寵を蒙れる童貞女よ 我等爾。 、
なんじ はは むけい ひんい こ かみ ちか たま おんちょう こうむ どうていじょ われ ら なんじ

の産を祝讃して、萬世に崇め讃む。
さん しゅくさん ばんせい あが ほ

第三調 主日の早課 五三一

第三調 主日の早課 五三二

爾の本性の華美は至りて美しくして、其輝煌は神性の肉體なり。恩寵を蒙れる童貞女
なんじ ほんせい かび いた うるわ そのかがやき しんせい にくたい おんちょう こうむ どうていじょ

よ、我等爾の産を祝讃して、萬世に崇め讃む。
われ ら なんじ さん しゅくさん ばんせい あが ほ

「我が靈は主を崇め 、 「ヘルワィムより尊く 。次ぎて生神女の歌 附唱と共に、 、」 」

第九歌頌

神に適ふ新なる奇蹟や、主は顯に童貞女の閉せる戸を通り、入るときは無形イルモス、
かみ かな あらた きせき しゅ あらわ どうていじょ とざ と とお い むけい

の神にして、出づるときは人體を衣たる者となり、戸は元の儘閉せり。我等彼を神の母と
かみ いだ じんたい き もの と もと ままとざ われ ら かれ かみ はは

して、言ひ難く崇め讃む。
い がた あが ほ

神の言よ 爾造物主が木に擧げられ 神が諸僕の爲に身にて 苦 を受け 氣息なくして墓、 、 、
かみ ことば なんじぞうぶつしゅ き あ かみ しょぼく ため み くるしみ う いき はか

に臥し、死者を地獄より解き給ひしを見るは畏るべき哉。故にハリストスよ、我等爾を
ふ ししゃ じごく と たま み おそ かな ゆえ われ ら なんじ

全能者として崇め讃む。
ぜんのうしゃ あが ほ

ハリストスよ、爾は死者として墓に置かれて、列祖を死の朽壞より救ひ、生命の花を發
なんじ ししゃ はか お れつそ し きゅうかい すく いのち はな ひら

きて、死者を復活せしめ、人の性を光に導き、神聖なる不朽を之に衣せ給へり。故に我
ししゃ ふっかつ ひと せい ひかり みちび しんせい ふきゅう これ き たま ゆえ われ

等爾を永在の光の泉として崇め讃む。
ら なんじ えいざい ひかり いずみ あが ほ

生神女讃詞

純潔なる者よ、爾は神の殿及び寶座と現れたり、至上者は之に入り、夫なく爾より生
じゅんけつ もの なんじ かみ でんおよ ほうざ あらわ しじょうもの これ い おっと なんじ うま

れて、爾の體の門を啓かざりき。故に 潔 き者よ、爾の息めざる祈祷を以て諸敵を 速
なんじ たい もん ひら ゆえ いさぎよ もの なんじ や きとう もつ しょてき すみやか

に我が皇帝に服せしめ給へ。
わ こうてい ふく たま

又

潔 き者よ 我等は爾の至淨なる産に欣ばしく感ぜられ 爾の慕はしき美徳イルモス、 、 、
いさぎよ もの われ ら なんじ しじょう さん よろこ かん なんじ した びとく

を奇として、天使の歌を以て宜しきに合ひて爾を神の母として崇め讃む。
き てん し うた もつ よろ かな なんじ かみ はは あが ほ

ハリストスよ、爾は尊からざる死より衆人に尊きを流し、十字架に釘せらるるに因り
なんじ とうと し しゅうじん とうと なが じゅうじか てい よ

て死に屬する性を以て死を嘗めて、我に不朽を賜へり、人を愛する主なればなり。
し ぞく せい もつ し な われ ふきゅう たま ひと あい しゅ
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ハリストスよ 爾は墓より復活して我を救ひ 我を升せて 爾の父に攜へ 彼と偕に其右、 、 、 、
なんじ はか ふっかつ われ すく われ のぼ なんじ ちち たずさ かれ とも そのみぎ

に坐せしめ給へり、爾の仁慈の至大なるに因りてなり。
ざ たま なんじ じんじ しだい よ

又 イルモス同上

童貞女よ、敬虔なる信者は爾を讃美して飽くことを知らず。神聖なる望より望に進み
どうていじょ けいけん しんじゃ なんじ さんび あ し しんせい のぞみ のぞみ

て、我等常に爾を神の母として崇め讃む。
われ ら つね なんじ かみ はは あが ほ

ハリストスよ 爾は我等の爲に愧を得ざる轉達者として爾を生みし者を賜へり 彼の祈祷、 。
なんじ われ ら ため はじ え てんたつしゃ なんじ う もの たま かれ きとう

、 、 。に因りて 爾は我等に宏恩を施す仁慈なる神 父より爾に縁りて出づる主を與へ給ふ
よ なんじ われ ら こうおん ほどこ じんじ かみ ちち なんじ よ い しゅ あた たま

第三調 主日の早課 五三三

第三調 主日の早課 五三四

共頌の後に小聯祷。次ぎて、 及び光耀歌。主我等の神は聖なり、
カタワシヤ

「凡そ呼吸ある者」に主日の讃頌。第三調。
スティヒラ

彼等の爲に記されし審判を行はん爲なり、斯の榮は其 悉 くの聖人に在り。句、
かれ ら ため しる しんぱん おこな ため こ さかえ そのことごと せいじん あ

、 、 、 、萬民來りて 畏るべき奥密の力を悟れ 蓋ハリストス吾が救世主 太初より有る言は
ばんみんきた おそ おうみつ ちから さと けだし わ きゅうせいしゅ はじめ あ ことば

我等の爲に十字架に釘せられ、甘じて葬られ、死より復活せり、萬有を救はん爲なり。
われ ら ため じゅうじか てい あまん ほうむ し ふっかつ ばんゆう すく ため

我等彼に伏拜せん。
われ ら かれ ふくはい

神を其聖所に讃め揚げよ、彼を其有力の穹蒼に讃め揚げよ。句、
かみ そのせいしょ ほ あ かれ そのゆうりょく おおぞら ほ あ

主よ 爾の番兵は具に奇跡を告げたれども 虚しき集會は彼等の手に賄賂を充てて 爾、 、 、
しゅ なんじ ばんぺい つぶさ きせき つ むな しゅうかい かれ ら て まいない み なんじ

の復活、世界が讃榮する者を隱さんと思へり。我等を憐み給へ。
ふっかつ せかい さんえい もの かく おも われ ら あわれ たま

其權能に依りて彼を讃め揚げよ、其至 嚴 なるに依りて彼を讃め揚げよ。句、
そのけんのう よ かれ ほ あ そのいとおごそか よ かれ ほ あ

復活の證明を受けて、皆歡喜に充たされたり、蓋マリヤ「マグダリナ」墓に來りて、石
ふっかつ あかし う みな よろこび み けだし はか きた いし

に坐する衣の輝ける天使に遇へり 彼言へり 何ぞ生ける者を死者の中に尋ぬる 此に在、 、 、
ざ ころも かがや てん し あ かれ い なん い もの ししゃ うち たず ここ あ

らず、其言ひし如く復活し、爾等に先だちてガリレヤに往く。
その い ごと ふっかつ なんじ ら さき

角の聲を以て彼を讃め揚げよ、琴と瑟とを以て彼を讃め揚げよ。句、
ラッパ こえ もつ かれ ほ あ きん しつ もつ かれ ほ あ

人を愛する主宰よ、我等爾の光に於て光を觀ん、蓋 爾は死より復活して、人類に救
ひと あい しゅさい われ ら なんじ ひかり おい ひかり み けだしなんじ し ふっかつ じんるい すくい

を賜へり、 悉 くの造物が爾 獨罪なき者を讃榮せん爲なり。我等を憐み給へ。
たま ことごと ぞうぶつ なんじひとりつみ もの さんえい ため われ ら あわれ たま

又讃頌、アナトリイの作。同調。
スティヒラ

鼓と舞とを以て彼を讃め揚げよ、絃と簫とを以て彼を讃め揚げよ。句、
つづみ まい もつ かれ ほ あ いと しょう もつ かれ ほ あ

主よ 攜香女は涙を垂れて 朝の歌を爾に獻げたり 蓋 芳しき香料を攜へて 爾の墓、 、 。 、
しゅ けいこうじょ なみだ た あさ うた なんじ ささ けだしこうば こうりょう たずさ なんじ はか

に至り 爾の至淨なる體に傅らんと欲せり 然れども石に坐する天使は彼等に福音せり 何、 。 、
いた なんじ しじょう たい ぬ ほつ しか いし ざ てん し かれ ら ふくいん なん

ぞ生ける者を死者の中に尋ぬる、彼は死を滅して、神として復活し、衆に大なる 憐
い もの ししゃ うち たず かれ し ほろぼ かみ ふっかつ しゅう おおい あわれみ

を賜へり。
たま

和聲の鈸を以て彼を讃め揚げよ 大聲の鈸を以て彼を讃め揚げよ 凡そ呼吸ある者は主句、 、 。
かせい ばつ もつ かれ ほ あ たいせい ばつ もつ かれ ほ あ およ いき もの しゅ

を讃め揚げよ。
ほ あ

生命を施す爾の墓に於て光れる天使は攜香女に謂へり、贖罪主は墓を空しくし、地獄
いのち ほどこ なんじ はか おい ひか てん し けいこうじょ い しょくざいしゅ はか むな じごく

を虜にして、三日目に復活せり、獨神及び全能者なればなり。
とりこ みっかめ ふっかつ ひとりかみおよ ぜんのうしゃ

主我が神よ、起きて、爾の手を擧げよ、苦しめらるる者を永く忘るる毋れ。句、
しゅ わ かみ お なんじ て あ くる もの なが わす なか

七日の首の日 マリヤ マグダリナ 來りて 爾を墓に尋ねしに 遇はずして 哭きて呼、 「 」 、 、 、
なぬか はじめ ひ きた なんじ はか たず あ な よ

べり、我が救世主よ、哀しい哉、衆の王よ、爾は竊まれたり。生命を報ずる二の天使
わ きゅうせいしゅ かな かな しゅう おう なんじ ぬす いのち ほう ふたり てん し

は墓の中より彼に呼べり、婦よ、何ぞ哭ける、彼曰ふ、我哭く、蓋人我が主を墓より取
はか うち かれ よ おんな なん な かれ い われ な けだしひと わ しゅ はか と

れり、我其何處に彼を置きしを知らず。此を言ひて、顧みて爾を見て、直
われその いずこ かれ お し これ い かえり なんじ み ただち



- 11 -

第三調 主日の早課 五三五

第三調 主日の聖體禮儀 五三六

に呼べり、我が主、我が神よ、光榮は爾に歸す。
よ わ しゅ わ かみ こうえい なんじ き

主よ、我心を盡して爾を讃め揚げ、爾が 悉 くの奇跡を傳へん。句、
しゅ われこころ つく なんじ ほ あ なんじ ことごと きせき つた

エウレイ人は生命を墓に閉せり 然れども盗賊は舌を以て 樂 を啓きて 呼びて曰へり 我、 、 、
じん いのち はか とざ しか とうぞく した もつ たのしみ ひら よ い われ

の爲に我と共に十字架に釘せられ、我と偕に木に懸りたる者は、父と偕に寶座に坐する者
ため われ とも じゅうじか てい われ とも き かか もの ちち とも ほうざ ざ もの

として我に現れたり、蓋彼はハリストス我等の救主、大なる 憐 を有つ者なり。
われ あらわ けだしかれ われ ら きゅうしゅ おおい あわれみ たも もの

光榮、福音の讃頌。
スティヒラ

「生神童貞女よ、爾は至りて讃美たる者なり 。今も、生神女讃詞、 」

大詠頌。次ぎて讃詞。
トロパリ

今救は世界に及べり 我等墓より復活せし吾が生命の首なる主に歌ふ 其死にて死を滅。 、
いますくい せかい およ われ ら はか ふっかつ わ いのち かしら しゅ うた その し し ほろぼ

し、我等に勝利と大なる慈憐とを賜へばなり。
われ ら しょうり おおい じれん たま

聯祷及び發放詞。

～～～～～～～～～～

聖體禮儀には眞福詞、第三調。
リトゥルギヤ

ハリストスよ、爾は 誡 に背きし原祖アダムを樂園より逐ひ出せり。然れども爾、洪恩
なんじ いましめ そむ げんそ らくえん お いだ しか なんじ こうおん

なる主よ、十字架に在りて爾を承け認めし盗賊、救世主よ、爾の國に於て我を憶ひ給
しゅ じゅうじか あ なんじ う みと とうぞく きゅうせいしゅ なんじ くに おい われ おも たま

へと呼ぶ者を其中に入れ給へり。
よ もの そのうち い たま

心の清き者は 福 なり、彼等神を見んとすればなり。句、
こころ きよ もの さいわい かれ ら かみ み

生命を賜ふ主よ、爾は罪を犯しし我等を死の詛に定めたり。然れども爾、罪なき主宰
いのち たま しゅ なんじ つみ おか われ ら し のろい さだ しか なんじ つみ しゅさい

よ 爾の體にて 苦 を受けて 死すべき人人 我等をも爾の國に於て憶ひ給へと呼ぶ者、 、 、
なんじ からだ くるしみ う し ひとびと われ ら なんじ くに おい おも たま よ もの

を活かし給へり。
い たま

和平を行ふ者は 福 なり、彼等神の子と名づけられんとすればなり。句、
わへい おこな もの さいわい かれ ら かみ こ な

主 救世主よ 爾は死より復活して 其復活を以て我等を 諸 の 苦 より復活せしめ 死、 、 、 、
しゅ きゅうせいしゅ なんじ し ふっかつ そのふっかつ もつ われ ら もろもろ くるしみ ふっかつ し

の 悉 くの力を滅し給へり 故に我等信を以て爾に呼ぶ 我等をも爾の國に於て憶ひ給。 、
ことごと ちから ほろぼ たま ゆえ われ ら しん もつ なんじ よ われ ら なんじ くに おい おも たま

へ。

義の爲に窘逐せらるる者は 福 なり、天國は彼等の有なればなり。句、
ぎ ため きんちく もの さいわい てんこく かれ ら もの

爾は神なるに因りて 爾の三日の 葬 を以て地獄に在る殺されし者を活かして 己と共、 、
なんじ かみ よ なんじ さんじつ ほうむり もつ じごく あ ころ もの い おのれ とも

に起し、仁慈なるに因りて、我等衆人、恒に信を以て爾に、我等をも爾の國に於て憶
おこ じんじ よ われ ら しゅうじん つね しん もつ なんじ われ ら なんじ くに おい おも

ひ給へと呼ぶ者に不朽を流し給へり。
たま よ もの ふきゅう なが たま

、 、 、句、人我の爲に爾等を詬り 窘逐し 爾等の事を譌りて 諸 の悪しき言を言はん時は
ひとわれ ため なんじ ら ののし きんちく なんじ ら こと いつわ もろもろ あ ことば い とき

爾等 福 なり。
なんじ ら さいわい

ハリストス救世主よ、爾は死より復活して、先づ攜香女に現れて、慶べよと呼び、
きゅうせいしゅ なんじ し ふっかつ ま けいこうじょ あらわ よろこ よ

第三調 主日の聖體禮儀 五三七

第三調 主日の聖體禮儀 五三八

且彼等を以て爾の友に爾の復活を報らせ給ふ 故に我等信を以て爾に呼ぶ 我等をも爾。 、
かつかれ ら もつ なんじ とも なんじ ふっかつ し たま ゆえ われ ら しん もつ なんじ よ われ ら なんじ

の國に於て憶ひ給へ。
くに おい おも たま

喜び樂しめよ、天には爾等の賞多ければなり。句、
よろこ たの てん なんじ ら むくいおお
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モイセイは山の上に手を伸べて 十字架を預象して アマリクに勝てり 我等皆信を以て之、 、 。
やま うえ て の じゅうじか よしょう か われ ら みなしん もつ これ

を悪鬼に對する堅固なる武器として受けて呼ぶ、我等をも爾の國に於て憶ひ給へ。
あくき たい けんご ぶき う よ われ ら なんじ くに おい おも たま

光榮

我等信者は父と子と聖神 惟一の神 惟一の主を崇め歌ふ 聖三者は獨一の日より三光の輝、 、 。
われ ら しんじゃ ちち こ せいしん ゆいいち かみ ゆいいち しゅ あが うた せいさんしゃ どくいつ ひ さんこう かがや

くが如く、我等衆を照し給ふ。故に我等呼ぶ、我等をも爾の國に於て憶ひ給へ。
ごと われ ら しゅう てら たま ゆえ われ ら よ われ ら なんじ くに おい おも たま

今も、生神女讃詞

神の門よ 慶べ 身を取りし造物主は此に藉りて出でて 其封印を損はざりき 神聖の雨、 、 、 。
かみ もん よろこ み と ぞうぶつしゅ これ よ い そのふういん そこな しんせい あめ

たるハリストスを抱く輕き雲よ、慶べ、階梯及び天の寶座よ、慶べ、樹蔭繁き斫られざ
いだ かろ くも よろこ かけはしおよ てん ほうざ よろこ こ かげしげ き

る尊き神の山よ、慶べ。
とうと かみ やま よろこ

提綱、第三調。
ポロキメン

我が神に歌ひ歌へよ、我が王に歌ひ歌へよ。
わ かみ うた うた わ おう うた うた

萬民よ、手を拍ち、 歡 の聲を以て神に呼べ。句、
ばんみん て う よろこび こえ もつ かみ よ

主よ、我爾を恃む、願はくは我世世に羞を得ざらん。「アリルイヤ 、」
しゅ われなんじ たの ねが われ よよ はじ え

我が爲に堅固なる避所となりて、我に常に隱るるを得しめ給へ。句、
わ ため けんご かくれが われ つね かく え たま


